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非常・緊急時の電源を確保する、
東芝グループの非常用発電装置。

　現代社会を生きる私たちにとって、水や空気と同じように欠くことのできない存在となった
電力エネルギー。しかし、その供給は、停電などによって簡単にとだえてしまう危険性も秘めてい
ます。万が一、災害等によって高層ビルや病院・工場などで停電が起これば、重大事故にもつなが
りかねません。そのため、ビルや産業施設などの建物には、消防法や建築基準法により、非常用発
電設備の設置が義務付けられています。
　東芝グループの「非常用発電装置」は、そのような建物での使用に適した自家発電設備です。
効率が高く経済的な電源として、幅広い分野に普及、ご好評を頂いています。ビル・病院・
デパート・ホテル・水処理場・工場などの非常用電源に、エレクトロニクス時代に応える確かな
技術が、安心と信頼をお届けしています。
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非常用発電装置は用 によ 下記の2種類に 類 れま
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設計時の確認事項
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非常用発電装置 設計時の確認事項

■非常用発電装置の保有距離

①用途
　　防災電源用、保安電源用
②設置周囲条件
　　周囲温度、相対湿度、標高、
　　屋内、屋外、屋上、寒冷地、積雪地
③構造
　　キュービクル方式、オープン方式
④負荷の種類
　　単相負荷の容量
　　電動機負荷の場合、出力・始動方式・台数など
⑤出力電圧／周波数
　　高圧・低圧、50Hz･60Hz
⑥運転時間
　　運転時間による燃料の必要容量
　　例：１時間または72時間（１時間超）

⑦始動時間
　　10秒または40秒
⑧燃料
　　Ａ重油または軽油、灯油など
⑨冷却方式（ディーゼル機関）
　　ラジエータ、地下水槽循環式、冷却塔など
⑩給・換気
　　給気ファン、換気ファン、ラジエータ排風処理
　　給気量、換気量、排気量（ガスタービン）など
⑪排気処理
　　排気煙道ルート、騒音規制、防音対策、消音器
　　追加の有無など
⑫設置
　　基礎、ピット、配管・配線ルートなど
⑬騒音
　　低騒音指定の有無(85dB、75dB仕様)

計画に当たっては、下記事項を確認の上で、ご相談ください。1 始動方式について3

非常用発電装置の長時間運転について4

配置上の注意事項、施工時の確認事項2

保有距離を確保すべき部分 保有距離

（出展：消防法施工規則第12条）※このページは、当社において既知の情報をご参考までに記載したものであり、当社として情報の正確性を保証するものではありません。
　最新・正確な法令情報については、各所管省庁または各自治体までお問い合わせ下さい。

キュービクル式の周囲

キュービクル式とこれ以外の他の設備との間

キュービクル式以外の
（エンクロージャー式）の周囲

自家発電装置
（発電機と原動機を連結
したもの）

制御装置

燃料タンクと原動機の間
（燃料搭載型および

キュービクル式のものは除く）

操作を行う面（前面）

点検を行う面

換気口を有する面

操作を行う面（前面）

点検を行う面

その他の面

相互間

周囲

操作を行う面（前面）

点検を行う面

換気口を有する面

燃料、潤滑油、冷却
水等を予熱する方式
の原動機

その他のもの

屋内に
設ける場合

屋外、屋上に
設ける場合

１．長時間運転について　

　　・運転時間に見合った燃料・潤滑油・機関の冷却等の検討が必要です。

２．燃料の計算　

　　・機関の燃料消費量と連続運転時間から、燃料タンクの保有容量の算出が必要です。

３．潤滑油　

　　・潤滑油消費量から、連続運転時間に見合った機関の選定が必要です。

　　　（補給タンクの設置可否の検討含む）

４．その他

　　・電力需給逼迫の回避を目的に使用する場合でも、消防用設備等の容量確保が必要です。

1.0m以上

0.6m以上

0.2m以上

1.0m以上

1.0m以上

0.6m以上

0.2m以上。 ただし、換気口を有しない面についてはこの限りではない。

1.0m以上

0.6m以上

1.0m以上。 ただし、操作を行う面が相互に面する場合は1.2m以上。

0.6m以上。 ただし、点検に支障とならない部分についてはこの限りではない。

0.2m以上

2.0m以上。 ただし、不燃材料で有効に遮蔽した場合は0.6m以上。

0.6m以上

1 . 0 m 以 上 。た だし、隣 接する建 築 物 また は
工作物の部分を不燃材料で作り、当該建築物の
開口部に防火戸その他の防火設備を設けてある
場合は屋内に設ける場合の保安距離に準ずる
ことができる。

始動命令

セルモータ駆動

電磁ソレノイド動作

燃料遮断

潤滑油プライミング

燃料噴射

機関着火自力加速

停電
確認

300min-1

潤滑油プライミング

0～10秒
5～10秒 5～8秒

2～5秒

100％

始動
命令

燃料
噴射

低速度
リレー動作

（時間） （時間）停電
確認

300min-1
潤滑油プライミング

0～10秒
5～10秒 5～8秒

3～5秒

100％

● タイムスケジュール
（回転速度） （回転速度）

ディーゼル機関の例を示す。

● タイムスケジュール

始動
命令

燃料
噴射

低速度
リレー動作「低速度」状態

始動回路開放

始動完了、定常回転速度

始動命令

電気始動方式 空気始動方式

始動電磁弁開

潤滑油プライミング

塞止弁開

燃料噴射

機関着火自力加速

「低速度」状態

始動回路開放

始動完了、定常回転速度
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気
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( ) 、 方 の の しま 電 によ る が ま
        消 消 1 しま
        ： 79、 83、 85

電気

150L  2基
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3 k  1

500L  2基
3 k  1

300L  2基
3 k  1

400L 2基
3 k  1

24 300A

消 量（L/ ）

油量（L）油
（ / ）

A重油（L/ ）

燃料消
（ /kW/ ）燃料

消 量

（ 1）

定 出力
40℃

（kW）
50/60 3160/3160

燃

気ター ン 機付

ータ

（ 1）

数

数

数( )

電 （ ）

力

定 出力(k A)40℃

保 （ 20）

定

時

始 時

使用燃料

設置

交 機による

1500/1 00 50/ 20

4 /10

3

50/60

400～6600200～6600 3300～6600

0

5 以

10 以

10 または40 以

軽油（  2204 2 ）またはA重油（  2205 1 2  タン 45以上）

300 以

5～40℃

容量（k A） 3 50

2350/2350

2 50

1600/1600

1 5

1400/1400

1625

14 3/1552

1 50

1106/112

1250

3/ 1

50/ 201500/1 00

1000

66 /6

50

562/5 5

A 20L A 40L A 40L A 40L 16 L 6 26LW 26LW 6 33LW 33LW

21 /214213/210203/2011 /121 /21202/2101 6/1 61 /20020 /216

5 0/5 23 3/3

・

1 3/20513 /151 32 /324 3/ 03 2/3263/214 /160

・

1000/240 1300/300312/142 5 0/260 0/3401 0/160120/62

0 505/0 525 0 563/0 5 2 0 42/0 51 0 32/0 50 1 45/1 1 1 30/1 30 1 /1 2 0 /2 0 4 2 3/4 2 3

650

3 502 501 516251 501250100050650

用発電 置の 機に ー 機関を 用 たものです。

では、 機および発電機を 合わせた 置 と、

始 置で 成 た例を ます。

 機が ン ー ー ク ロ ー( )製の仕様例

( ) 、 の の しま 電 によ る が ま
        消 消 1 しま
        ： 79、 83、 85

消 量（L/ ）

電気

気
（ 気 および 機）

油量（L）油

A 30

A重油（L/ ）

燃料消
（ /kW/ ）燃料

消 量

（ 1） 50 201000 0010001500/1 00

定 出力
40℃

（kW）
50/60

燃

（ 1）

数

数

数( )

電 （ ）

力

定 出力(k A)40℃

定

時

始 時

使用燃料

設置

気ター ン 機付

ータ

12 2

保 （ 20）

交 機による

1000 00

6

50 20

10

1500/1 00

4

3

50/60

400～6600 3300～6600200～6600

0

5 以

10 以

40 以

軽油（  2204 2 ）またはA重油（  2205 1 2  タン 40以上）

300 以

5～40℃

容量（k A） 5000

41

213 213

1063 1063

4000

12

32

4000

3551

216

64

4600

10 2

300L 2基
3 kW 1

2

3125

2624

216 216

6 6 6 6

2 00

6 2

2500

20

214 214

53 53

2000

6 4

6 26

2000

16

21 21

436 436

1 00

5 1

20

1500

12 0

216

32

1 00

3

250L 2基
3 kW 1

20

1250

1062

216

2 3

1 00

3 2

6 20

1000

50

21 21

221 221

30

2 6

6 1

50

646

230 214

16 164

1100

2

200L 2基
3 kW 1

6 L 1

625

53

231

14

2 5

1 6

150L 2基
2 2kW 1

6 16

500

5000400031252500200015001250100050625500

432

23 2 0

123 124

305

1 3

5k

100L 2基
2 2kW 1

 機が ー （ ）製の仕様例機： ン ー ー ク ロ ー（ ）製



非常用ディーゼル発電装置（オープン型）
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(注) ●定格出力は、放水冷却式/水槽循環式/クーリングタワー式の場合の値を示します。発電機効率により異なることがあります。
       ●燃焼消費量はエンジン出力×燃料消費率÷比重÷1000で表わします。
       ●比重：灯油0.79、軽油0.83、A重油0.85

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

始
動
装
置

発
電
機

発
電
装
置

周囲温度 5～40℃

300ｍ以下

軽油(JIS K2204 2号)またはA重油(JIS K2205 1種2号 セタン価45以上)

10秒または40秒以内

10％以内

5％以内

保護形（IP20）

3300～6600400～6600

50/60

3

6P

1000/1200

交流励磁機によるブラシレス方式

ラジエータ冷却方式／放水循環冷却方式／冷却塔方式

排気タービン過給気付

直接噴射式

0.8遅れ

設置高度

使用燃料

始動時間

瞬時速度変動率

定常速度変動率

形式

定格出力(kVA)

力率

電圧（Ｖ）

周波数（Ｈｚ）

相数

極数

回転速度（ｍｉｎ-１）

励磁方式

形式

冷却方式

過給気方式

燃焼方式

定格出力 40℃

回転速度（ｍｉｎ-１）

燃料消費量

潤滑油

50/60Hz（ｋＷ）

燃料消費率（g/kw/H）

Ａ重油（Ｌ/ｈ）

種類

油量（Ｌ）

消費量（Ｌ/ｈ）

電気式

空気式（空気槽および圧縮機）

容量（kVA） （50/60Hz） 4770/52803580/39302370/26201770/1950

4770/52803580/39302370/26201770/1950

16V26HX12V26HX8L26HX6L26HX

4001/44013000/33002000/22001500/1650

221/222221/221221/224215/221

1040/1150780/860520/580380/430

SAE#40SAE#40SAE#40SAE#40

2500200015001000

107.55.03.7

500L×2基
5.5kW×1台

400L×2基
3.7kW×1台

300L×2基
3.7kW×1台

250L×2基
3.7kW×1台

—

1000/1200

◆ 原動機が（株）IHI原動機製の仕様例

原動機 原動機発電機

5060

4700

3680

5360

6625

6700

7035

8125

10000

9600

1880 2490 4500

1920 2330 4200
2000

1600 2100 4000 1800

1900 5000 2400

2000 6000 2600
3000

2350 5800 2500

2500
3590

3700

6000
3000

3940 7000

2850 4270 9000 3600

2600 4330 9500 3000

14300

10900

6850

15650

19600

28800

33600

41500

69200

69000

6470 2600 5000
1400

23000

7600 3050 5825 30000

7260 1900 5600 1600 40000

8490 1980 6600 2100 48000

3050

3150

3200

3480

A

C

D E

B

◆ 非常用ディーゼル発電装置の外形寸法と質量

原動機：ヤンマーパワーテクノロジー(株)製

容量

3750kVA

2750kVA

1875kVA

1625kVA

1750kVA

1250kVA

1000kVA

750kVA

650kVA

記号 乾燥質量
（kg）E（㎜）D（㎜）C（㎜）B（㎜）A（㎜）

3950 1900 2600 3200 1510 9300

3800 8800

3600 1500 1670 2860 1300 5350

4000 9350

4670 1675 2395

6600 3720 2000

8500 2150 3650

8500 2400 4250

10500 2600 4820

3760 1630 14000

5500
2010

34500

7400 47000

6700
1980

67000

8700 90000
(注) 乾燥質量は原動機と発電機及び共通台床の合計参考値

原動機：（株）IHI 原動機製

容量
（50Hz/60Hz）

記号 乾燥質量
（kg）E（㎜）D（㎜）C（㎜）B（㎜）A（㎜）

4770/5280kVA

3580/3930kVA

2370/2620kVA

1770/1950kVA

(注) 乾燥質量は原動機と発電機及び共通台床の合計参考値

容量
記号

1250kVA

1000kVA

750kVA

1500kVA

2000kVA

2500kVA

3125kVA

4000kVA

5000kVA

625kVA

500kVA

原動機：ダイハツディーゼル（株）製

乾燥質量
（kg）E（㎜）D（㎜）C（㎜）B（㎜）A（㎜）

(注) 乾燥質量は原動機と発電機及び共通台床の合計参考値
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非常用ガスタービン発電装置

普通騒音（機側1m 約85dB）・屋内設置形

DE

C A F

B

タービン

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

始
動
装
置

発
電
装
置

燃焼器構造

定格出力
40℃

圧縮機

1500/1800

単筒缶形

軸流式

(kW) 1118

空気式
（空気槽および圧縮機） －

電気式 MSE-24V-300Ah
1組

MSE-48V-300Ah
1組

MSE-60V-500Ah
1組

1.5㎥×2基
3.7kW×1台

2.5㎥×2基
5.5kW×1台

MSE-24V-150Ah
1組

ガバナ 電気式

減速器 平行歯車 遊星歯車

0.050.025 0.08

潤滑油 49/41 66/52 100/7037/2733/22

消費量(L/h)

最大油量/
最小油量(L)

種類 合成基油

主軸回転数(min-1) 53000 31500 22000

極数

回転速度(min-1)

交流励磁機によるブラシレス方式励磁方式

単純開放サイクル一軸式

遠心式

型式

相数

周波数(Hz)

電圧(V)

3

4P

50/60

200～6600 400～6600

力率

定格出力(kVA)40℃

型式

燃料
消費量

A重油(L/h)

軽油(L/h)

灯油(L/h)

定常速度変動率

瞬時変動率

速度調定率 3±0.5%

負荷投入許容量

始動時間

使用燃料

設置高度

周囲温度

定格出力(kW)40℃

容量（kVA）
記号 質量(kg) 50Hz/60HzE（㎜） 始動用直流盤(MSE)D（㎜）C（㎜）B（㎜）A（㎜）

750
1000
1250
1500
1750
2000
2500
3000
3500
4000
4500
5000
6000

625
500

437.5
375
300
250

2480 1700 403 2050 2280

2800 1750 403 2100 2330

3000 1970 608 2320 2600

4000 2100 743 2550 2850

4850 2500 1008 2925
3330
3350

5300 2630 1008 2925 3355
1260

5800 2850
1258 3250 3700

5950

6550 2850 3400 3850

F（㎜）

1080

1150

1300

1590

1650

1750

4200 2420 960 2975 3400 1560

5600 2930 3300 1800

2500

2600
3350 1600 4100 4700 2800

7700 3600 1500 4250 4800 3000

900(W)×900(D)×2350(H)

900(W)×1100(D)×2350(H)

900(W)×900(D)×2350(H)

900(W)×1200(D)×2350(H)

900(W)×1800(D)×2350(H)

1000×2(W)×1800(D)×2350(H)

900×4(W)×1800(D)×2350(H)

3360
3160
2960

3970/3780
4900/4760
5140/4880
5140/4880
7300/6910
7500/7300
9040/8710

11590/11320
12010/11590
12410/12100
15290/14500
17890/16630
22490/21370
22950/21930 900×2(W)×1800(D)×2350(H)
24320/23680
29350/26720
34260/33670
46560/45800

225
187.5

0.8遅れ

保護形(IP-20)

525

555

100%（抵抗負荷時）

40秒以内

灯油・軽油・A重油

150m以下

5～40℃

1000

容量（kVA） 1250

883

404

426

800

1000

662

305

320

600

750

588

275

290

500

625

441

251

265

400

500

390

235

250

±0.3%以内

350

437.5

353

217

227

300

375

272

145

155

240

300

228

126

132

200

250

202

120

125

180

225

191

108

113

150

187.5

±4.5%以内±4%以内

◆ 原動機が川崎重工業（株）製の仕様例

◆ 非常用ガスタービン発電装置の外形寸法と質量

520398300270251235212145122120108

12501000750625500437.5375300250225187.5

M1A-01S2A-11S2A-01S2A-01AS1T-03S1T-02S1T-02AS1A-06S1A-03S1A-02S1A-01

タービン

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

始
動
装
置

発
電
装
置

燃焼器構造

定格出力
40℃

圧縮機

1500/1800

単筒缶形

軸流式

(kW) 5200

空気式
（空気槽および圧縮機）

電気式

2.5㎥×2基
5.5kW×1台

3㎥×2基
5.5kW×1台

6㎥×2基
5.5kW×2台

5㎥×2基
5.5kW×2台

4㎥×2基
5.5kW×2台

6㎥×2基
5.5kW×3台

7㎥×2基
5.5kW×3台

6㎥×6基
5.5kW×6台

MSE-60V-500Ah
1組

MSE-60V-500Ah
2組

MSE-60V-600Ah
1組

MSE-60V-600Ah
2組

MSE-60V-500Ah
4組

ガバナ 電気式

減速器 平行歯車 遊星歯車 + 平行歯車遊星歯車

0.160.08 0.2

潤滑油 160/120 240/180 370/280165/94 220/120100/70

消費量(L/h)

最大油量/
最小油量(L)

種類 合成基油

主軸回転数(min-1) 22000 18000

極数

回転速度(min-1)

交流励磁機によるブラシレス方式励磁方式

単純開放サイクル一軸式

遠心式

型式

相数

周波数(Hz)

電圧(V)

3

4P

50/60

400～6600 3300～6600

力率

定格出力(kVA)40℃

型式

燃料
消費量

A重油(L/h)

軽油(L/h)

灯油(L/h)

定常速度変動率

瞬時変動率

速度調定率 3±0.5%

負荷投入許容量

始動時間

使用燃料

設置高度

周囲温度

定格出力(kW)40℃

0.8遅れ

保護形(IP-20)

2050

2160

100%（抵抗負荷時）

40秒以内

灯油・軽油・A重油

150m以下

5～40℃

4800

容量（kVA） 6000

±0.3%以内

±5%以内±4.5%以内

2020

6000

4347

1775

1878

4000

5000

1750

5000

3898

1525

1605

3600

4500

1500

4500

3457

1390

1465

3200

4000

1370

4000

3089

1385

1460

2800

3500

1365

3500

2663

1245

1310

2400

3000

1225

3000

2174

865

910

2000

2500

850

2500

1765

695

735

1600

2000

690

2000

1567

695

735

1400

1750

690

1750

1368

620

655

1200

1500

615

1500

M1T-33M1T-26M1T-23SM1T-21M1T-06M1T-03M1A-26M1A-21M1A-06M1A-03

1750

2900

非常用発電装置の原動機にガスタービンを

採用したものです。ここでは、ガスタービン

および発電機を組み合わせた装置本体と、

始動装置で構成された例を紹介します。
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非常用ガスタービン発電装置

DE

C A F

B
DE

C A F

B

タービン

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

始
動
装
置

発
電
装
置

燃焼器構造

定格出力
40℃

圧縮機

1500/1800

単筒式

二段軸流式

(kW) 2133

始動用蓄電池容量
（周囲温度：5～40℃）

MSE-24V-200Ah
1組

MSE-24V-300Ah
1組

MSE-24V-600Ah
1組

MSE-48V-300Ah
1組

MSE-24V-1200Ah
1組

MSE-48V-300Ah
2組

MSE-24V
-600Ah

3組

MSE-48V
-300Ah

2組

ガバナ 機械油圧式

減速機 遊星（一段）+平行平歯車（一段）平行平歯車（二段減速）

0.23

潤滑油 163

消費量(L/h)

油量(L) 26 38 63 105

種類 合成基油

主軸回転数(min-1) 48184/48109 39783/39913 31200/31200 39783/39913 31200/31200 31200 2871428714

極数

回転速度(min-1)

ブラシレス方式励磁方式

単純開放一軸式

一段遠心式

型式

相数

周波数(Hz)

電圧(V)

3

4P

50/60

200～6600 400～6600 3300～6600

力率

定格出力(kVA)40℃

型式

燃料
消費量

A重油(L/h)

軽油(L/h)

灯油(L/h)

定常速度変動率

速度調定率（速度整定率） 3.5％以下にて可変

瞬時変動率 ±4%以内

負荷投入許容量

始動時間

使用燃料

設置高度

周囲温度

定格出力(kW)40℃

0.8遅れ

保護形

1014

1066

100%（抵抗負荷時）

40秒以内

灯油・軽油・A重油

150m以下

5～40℃

2000

容量（kVA） 2500

±0.3%以内

◆ 原動機がヤンマーパワーテクノロジー（株）製の仕様例

991

2500

2663

0.27

1142

1200

2400

3000

1115

3000

1765

0.19

761

800

1600

2000

744

2000

1567

0.17

717

753

1400

1750

700

1750

1397

0.15

620

652

1200

1500

606

1500

1177

0.12

555

584

1000

1250

542

1250

883

0.09

382

401

800

1000

373

1000

772

0.08

358

377

700

875

350

875

700

0.07

316

332

600

750

308

750

588

0.06

283

297

500

625

276

625

450

0.05

231

243

400

500

226

500

353

0.04

200

211

320

400

196

400

268

0.03

140

147

240

300

137

300

228

0.02

124

130

200

250

121

250

AT2900 AT3600ESAT2400ESAT2400EAT1800SAT1800AT1200ESAT1200EAT900SAT900AT600SAT600AT360SAT360

容量
(kVA)

記号 質量(kg)
50Hz/60Hz

始動用直流盤
(MSE)E（㎜）D（㎜）C（㎜）B（㎜）A（㎜）

1000
875
750
625
500
400
300

3400 2350 1100 2425 2800

3970 2750 880 2870 3230

4070 2925 1150 2800 3250

1250
4500 3300 1300 3125 3650

1500
1750

2500
5200

4150 1500 4025 4650

2820 2270 650 2225 2550

F（㎜）

1420

1560

1580

2020

2620

1250

800(W)×640(D)×2350(H)

800(W)×1080(D)×2350(H)

1000(W)×1080(D)×2350(H)

1600(W)×1040(D)×2350(H)

2400(W)×1040(D)×2350(H)

800(W)×640(D)×2350(H)
250

10550/10220
10350/10020

8265/8065
8065/7675
6590/6330
6390/6250
5205/5015

14725/14455
15125/14705
16390/16120

2000
4800 3500 1500 3325 3900 2000(W)×1080(D)×2350(H)

17450/16660
23925/22665

3000 4350 1700 4525 5200 2720 2000(W)×1080(D)×2350(H)27490/26370

4905/4800

◆ 非常用ガスタービン発電装置の外形寸法と質量 ◆ 非常用ガスタービン発電装置の外形寸法と質量

タービン

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機

始
動
装
置

発
電
装
置

燃焼器構造

定格出力
40℃

圧縮機

1500/1800

単筒缶形

軸流３段ラジアル１段

(kW) 5296

空気式
（空気槽および圧縮機）

4.5㎥×１基
5.5kW×１台

8㎥×２基
5.5kW×４台

10㎥×２基
5.5kW×４台

8㎥×１基
5.5kW
×２台

10㎥×１基
(50㎥×２基)
5.5kW×２台

電気式 MSE-60V-200Ah
1組

－

MSE-48V-
400Ah

1組

MSE-24V-
200Ah

1組

MSE-48V-
800Ah

1組

MSE-48V-
1000Ah

1組

MSE-48V-
1000Ah

4組
MSE-48V-500Ah

1組
MSE-48V-1000Ah

2組

MSE-48V-500Ah 
1組/

MSE-48V-1000Ah 
1組

ガバナ 電気式

減速器 遊星歯車平行歯車

0.7

潤滑油

消費量(L/h)

油量(L)

種類 鉱物基油または合成基油

主軸回転数(min-1) 37100

極数

回転速度(min-1)

交流励磁機によるブラシレス方式励磁方式

単純開放サイクル一軸式

二段遠心式一段遠心式

型式

相数

周波数(Hz)

電圧(V)

3

4P

50/60

400～6600200～6600 3300～6600

力率

定格出力(kVA)40℃

型式

燃料
消費量

A重油(L/h)

軽油(L/h)

灯油(L/h)

定常速度変動率

速度調定率 3±0.5%

瞬時変動率 ±4%以内 ±5%以内

負荷投入許容量

始動時間

使用燃料

設置高度

周囲温度

定格出力(kW)40℃

0.8遅れ

保護形(IP-20)

2151

2239

100%（抵抗負荷時）

40秒以内

灯油・軽油・A重油

150m以下

5～40℃

4800

容量（kVA） 6000

±0.3%以内

◆ 原動機が（株）I H I 原動機製の仕様例

2100

6000

4413

0.7

1835

1910

4000

5000

1792

5000

3530

0.20.160.130.13

1402

1460

3200

4000

1369

2868

1201

1250

2868

3250

1173

4000

2648

924

971

2400

3000

902

3250

2207

17800

854

897

2000

2500

834

3000

1765

0.1

620

652

1600

2000

606

2500

1324

0.05

555

584

1200

1500

542

2000

1103

0.05

458

481

1000

1250

447

1500

883

0.15

417

439

800

1000

408

1250

662

0.15

316

332

600

750

308

1000

552

0.1

283

297

500

625

276

750

441

176001790022000220002650028800

0.1

231

243

400

500

226

500 625

331

0.1

200

211

300

375

196

375

NGT3B-TNGT3A-TNGT2B-TNGT3B-S/HNGT3B-SNGT3A-SNGT2B-SNGT2A-SRGT8RGT5RGT3

35025015010965806040

普通騒音（機側1m約85dB）・屋内設置形普通騒音（機側1m約85dB）・屋内設置形

4150 2500 1200 2600 3100 1570

容量
(kVA)

記号 質量(kg)
50Hz/60Hz

始動用直流盤
(MSE)E（㎜）D（㎜）C（㎜）B（㎜）A（㎜）

1250
1000
750
625
500
375

1500
2000
2500
3000
3250 19490/18480

F（㎜）

1400×2(W)×1800(D)×2350(H)

1000+1400(W)×1800(D)×2350(H)

17530/16270
19480/18360

12540/11490 1000(W)×1800(D)×2350(H)

9530/9320
9950/9530

1000(W)×1800(D)×2350(H)

8920/8720
9230/8900

1000(W)×1800(D)×2350(H)

6820/6430
3900 2100 1000 2350 2800

6380/6120
1400 1000(W)×1400(D)×2350(H)

5760/56203600 1950 900 2150 2500 1300 700(W)×700(D)×2350(H)

4000 26960/26320
5000 38130/37540
6000 40270/39510 1400×4(W)×1800(D)×2350(H)

1500
5700 2850 1700 3450 4100 2140

5300 2430 1300 3200 3850 1600

4900 2450 1100 2850 3400 1630

3150

6850 3785 1700 4200 5100 3000

5850 3050 1400 3700 4500 2730
1800

7450 1950 4400 5350



ブラシレス交流発電機

ブラシレス交流発電機の励磁方式には、分巻式、
PMG（永久磁石発電機）式があります。標準励磁方
式は分巻式ですが、負荷側において短絡事故が発生
したときにも励磁能力を保持し、短絡電流を持続さ
せ、負荷の選択遮断が必要な場合などには、PMG式
を採用します。

発電機軸 にPMG 装 負荷回
の電圧変動の

に れる
回 構成がシン ル

電圧

周波数

力率

定格

励磁方式

クラス

保護形式

方式

油方式

格

回転整流器

回転 発電機

ン

シ

（ に て
ま ）

仕様

圧 400V 420V 440V
200V 210V 220V

高圧 3300V
6600V

50Hz 60Hz

相数 相

0.8（遅れ）

星形（ によ 側 出 ま ）

交流励磁機によるブラシレス形

155（F）

保護形（IP20）

通 形

油形

EC-2130 2016
EM 1354 2018

マン ル記号 7.5BG6/1.5

速度 出器（ ー ル ンジンのと の )
発電機 ル 調整 ル ノ ク ル 調整用ライナ

軸 温度
ス ース ーター

定 温度 定装置

：
：
：
：
：
：

発電機
励磁機

磁 発電機
励磁用 ランス
整流器

動電圧調整器

SG
E
PMG
E -T
RF
AVR

（記号）

回 例

電流

±1.0～2.5％
（機種によ ま ）

±1.0～1.5％
（機種によ ま ）

式
（ ）

PMG（ 磁 発電機）式
（ シ ン）

合電圧変動率

方式

仕様

構造 （4極機 軸 ）

ブラシレス交流発電機の励磁方式

交流発電機（ 軸 ）

回転 （ロータ）

定 レー

定 （ステータ）

交流励磁機

軸

定 レー は 製 または 製 れ
原動機側 る 動に る構造

に て ま

定 レー

質の 造 または機械構造用 使用 て ま 転
時の 動に ては 組 合 る原動機 とに 設

行 た て ま

シ

心には 磁気 の れた 使用 て ま

定 （ステータ）

軸 の種類には が 軸 とス ーブ軸 の方式が ま
は が 軸 方式 用 て ま 発電機と組 合

る原動機が 速機の 合 に てス ーブ軸 用
て ま
また 原動機の種類 容量によ 軸 方式（ 軸 軸 ）が

ま 一 に 軸 は ー ル ンジンに 用 原動
機側は直 側の に軸 設 た構造
一方 軸 は 主にガスタービンに 用 原動機側 び軸
側と に軸 設 た構造と ま

軸

極回転 磁形 用 て ま 磁 心 には 力 動
設 平 負荷に る の 調 て

ま

回転 （ロータ）

定 （ステータ） 心

ン

シ

回転 （ロータ） 心

回転
（ロータ イル）

回転整流器

軸ンパー（ 動 ）

定 （ステータ） イル

定 レー

交流励磁機 ール

交流励磁機アマ ア

SG E

AVR
E -T

回転

RF
SG E PMG

AVR

回転
発
電
機

RF

18 19

ブラシレス交流発電機は 下 に 様に主に下記の組 合 によ

構成 れて ま

・ 定 レー

・ 定 （ステータ）

・回転 （ロータ）

・交流励磁機

・回転整流器

・軸 （ 軸 の 合は 定 レー の 側 ）

交流発電機は 発電機盤 の励磁電流（直流） る と 発

電 ま

回転 軸 にス ン 設 ブラシ ス ン

に直 て励磁電流 て ま た

は回転 に交流励磁機と回転整流器 設 ブラシ

（ブラシレス）に励磁電流 る発電機が主流

発電機盤 の励磁電流にて交流励磁機の 相出力（交流） 発

回転整流器 直流に変 交流発電機の回転 磁 に励磁

電流 発電 ま

構造



周 装置
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自動始動盤、発電機盤 ディジタルコントロールユニット

単線接続図

発電 ン ローラ（DCU-P）の仕様

機回 数

12回 13回 以上11回10回9回8回7回6回5回4回3回2回1回

動始動 発電機
構成

W800mm×D1800mm×H2300mm
動始動 発電機

（ ）

機
( ）

ディーゼル
発電装置

動始動 発電機
構成

W800mm×D1800mm×H2300mm

動始動発電機
構成

W800mm×D1800mm×H2300mm

動始動発電機
構成

W900mm×D1800mm×H2300mm

ガスタービン
発電装置

仕様

周囲温度 0～40℃

電 構 ービクル式  ： 
 ： 式 ー

ク ル 製、 に 、非 式

ディス レイ、 は 
形(110mm×110mm ) 1.5級

スイ ディス レイ、 は 回形

保護 電 付 出形

ディス レイ、 は 合形、LED式

ディス レイ、 は 合形、LED式

用 付形

回

体（ 機回 は 電 ）
 ： ワ ン

相・・・ 、 相・・・ 、 相・・・
相・・・

料 ： 600Vビ ル電 1.25mm2以上
電 の  ： 回 ・・・ 、接 ・・・

号 ： 電 にマーク ン 付
方  ： ダク または

・内
、 電
ハン ル

非常 スイ

： マンセル 号 5Y7/1
： マンセル 号 N1.5
： マンセル 号 N1.5
： マンセル 号 7.5 4.5/14

使用電圧 6.9kV

定格電流
( 定格) 400A は600A

時間定格 発電機定格電流の10  1秒

級 JEM-1425（2011） CW級

保護 級 IP2（ 内設置）、IP43（ 設置）

定格 7.2kV 600A 12.5kA

LCDイ ージ（DCU-P）

LCDイ ージ（非発 用EDCU-P）

動始動 、発電機 の仕様

： 機 の は、 機回 数を の上、 相 さ 。
： 回 数によ 構成が変わる 合が ます。

圧仕様の も製 です。

 E h rn /イー は 本にお る イル ビジ スイノ ーシ ン株式 の です。
 MELSECNET/Hは 電機株式 の ワーク です。
 CC-LinkはCC-Link が発 する ー ン ワークの 格です。
非常用で 機システ の ン ローラ（EDCU-P）も、ライン し ます。

 

ロ ラマブル
ン ローラ
（PLC）

MELSECNET/H
号機

発電機保護
（ PU-24）

保 護

 

LCD

LCD イ ージ

ディーゼル発電装置（ ） 接 例

・ 動 機
・ シー ンス機
・ 機

PLC

・ 機 （機関／ ）
・ 機 （ ）

（ ・ ）

（ 用）

ディス レイ

号
DC4-20mA

有効電力量
10kWh/PULSE

直流電 装置
電

DC100V（ 10  -15 ）

DC100V
電

（VC 電 を ）

（ 号機との ）

MCC
8D

M-T D
2CT

VC
52

7.2kV 600A
12.5kA

DC100V 電動
DC100V 電圧 し

EVT（ ）
6600 110 190/3V

FUSE

FUSE

CTT

VTT

VTT

CL

AV
90

A T2

A T1

D

DE S E T

SI F
31

FUSEFUSE

VT
6600 110V 84

・保護機

・ 出機

・ 機

・ 機

発電機保護

回

CP
8DSP

S-232C
CC-LINK

NF

DC24V
装置 NF DDC

力 DC100V
出力 DC24V

機

機

電

仕様

用 常用／非常用

使用周囲温度 0℃～50℃

／

ロ ラマブル ン ローラ（Ｐ ） 
発電機保護 （ Ｐ － ）

PU-24
電流、電圧、電力、 効電力
力率、周波数、電力量、 効電力量
回転数

保護機
過電流、過電圧、 電圧

過電圧、 電力、過周波数
周波数、過速度

電力

機

シー ンス
動 転、 動 転、 動 転

転、 転

電電力 定 、発電電力 定
台数 、発電機力率 定

動 、
動周波数 定 、 動電圧 定

有効電力 、 効電力
電電力 、スロー

（10 ASE5/10 ASE2/10 ASE/T/10 ASE-T ）
－

（ ー ン ワーク（ PCN-2)）
MELSECNET/H （ 号機間の ）
CC-Link

電圧 DC24V

電流 100A 1m 以下 （PLC）

機
構成
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危険物に関する手続きフロー図関係官公庁に対する手続き

施設設置計画

■ 指定数量以上の場合

危険物貯蔵所（取扱所）設置許可申請

設置許可申請
（法第１１条第１項、危政令第６条、危規則４条）

申請期間：着工の１カ月前が望ましい

設置許可
（法第１１条第２項）

工事着工

完成検査前検査申請
（法第１１条の２第１項、危政令第８条の２、

危規則６条の４）

完成検査前検査
（法第１１条第２項）

基準適合通知

完成検査
済証交付

工事完成

完成検査申請
（法第１１条第5項、危政令第８条の2、危規則６条）

仮使用承認申請

仮使用承認

市
町
村
長
・
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
総
務
大
臣 ︵
法
第
十
一
条 

第
一
項
︶

仮使用
完成検査

（法第１１条第５項、危政令第８条）

使用開始

貯蔵取扱届出

■ 指定数量の１/５以上、指定数量未満の場合

少量危険物貯蔵・取扱届

条例に準則
届出時期：着工３日前まで

※指定数量
　灯油・軽油　1000L
　重油　　　 2000L

※指定数量
　灯油・軽油　1000L
　重油　　　 2000L

受　　理
（法第１１条第２項）

検査依頼

立会検査

工事着工

工事完成

検　　査

使用開始
（地方自治体の火災予防条例による）

所
轄
消
防
局
長
ま
た
は
所
轄
消
防
本
部
消
防
長

発電設備設置届出

■ 発電設備設置届出の場合

発電設備設置届出

条例に準則
届出時期：着工３日前まで

受　　理

検査依頼

立会検査

工事着工

工事完成

検　　査

使用開始
（地方自治体の火災予防条例による）

所
轄
消
防
局
長
ま
た
は
所
轄
消
防
本
部
消
防
長

産業保安監督部　提出
 工事計画届出書
　(電気事業法 第48条)

（燃料の燃焼能力が重油換算で50L/h 以上の場合）

工事着工30日前までに届出が必要
　　 ① 公害防止に関する工事計画書    
　　 ② ばい煙に関する説明書

労働基準監督署　提出

関連法規（電気事業法、消防法、労働安全衛生法）

自家用電気工作物使用開始届出書 使用開始後に使用者より届出が必要　 
発電機の容量に関わらず、工事着工までに他の設備と合わせて、
電気主任技術者選任等の届出、および保安規程の届出が必要

所轄消防署　提出
 電気設備設置 (変更) 届出
　(火災予防条例 第57条1項) 

発電機の容量に関わらず、工事着工までに届出が必要　 
　　 ① 仕様書または説明書　 
　　 ② 関係図面 (所管の各市区町村条例の規定に準拠)
　　 ③ 自家用発電設備出力計算書
　　 ④ 耐震計算書

少量危険物貯蔵取扱届出
　(火災予防条例 第58条)

指定数量未満(※1)の場合に、工事着工前に届出が必要 
　 ※1  重油400L以上～2000L未満、灯油・軽油200L以上～1000L未満
　 　   指定数量1/5未満のものは届出不要
　　 ① 少量危険物貯蔵取扱届出書
　　 ② 関係図面 (所管の各市区町村条例の規定に準拠)

機械等設置届出書 
　(労働安全衛生法 第88条)

工事着工30日前までに届出が必要
 燃料貯蔵タンク等が、労働安全衛生法で規定する「化学設備」に該当するため、
燃料が「灯油」「軽油」「その他引火点が30℃以上65℃未満(A重油を含む)」で、
燃料タンクが500L以上の場合に該当する。

 危険物貯蔵所 (取扱所) 設置許可申請
　(消防法 第11条～13条、危規則 第4条、
　危政令 第9条、19条)

指定数量以上(※2)の場合に、工事着工前に届出が必要
　 ※2  重油2000L以上、軽油1000L以上
　　 ① 危険物貯蔵所 (取扱所) 設置許可申請書
　　 ② 関係図面 (所管の各市区町村条例の規定に準拠)

タンク検査申請書
　(消防法 第11条～13条、危規則 第4条)

タンク製作前に届出が必要

危険物貯蔵所 (取扱所) 完成検査申請書
　(消防法 第11条～13条、危政令 第8条第1項、
　危規則 第6条の4)

工事完成前に届出が必要

危険物保安監督者選任届出書
　(消防法 第13条、危政令 第34条)

完成検査前に届出が必要

 保安規程(変更)届出書
　(電気事業法 第42条)

使用開始前までに届出が必要

特定電気工作物接続届出書 使用開始前までに届出が必要
発電機単機出力1000kW以上の自家用電気工作物




